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報告書データ / Report

概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

アルミニウムやマグネシウムを主体とする軽金属材料の電気化学的表面処理を行い、
ナノ構造を解析した。

実験
Experimental

アルミニウムおよびマグネシウムを電解質水溶液に浸漬し、種々の条件でアノード
分極を行った。それぞれの試料の表面を電界放射型走査電子顕微鏡（FE-SEM）に
より観察した。

結果と考察
Results and Discussion

アルミニウムを塩基性電解質水溶液に浸漬してアノード酸化すると、底部バリヤー
皮膜が極めて平滑なポーラス皮膜や細孔間距離が数10 nmスケールの極微細ポーラ
ス皮膜など、従来のアノード酸化により得られる酸化皮膜とは異なるナノ構造が形
成されることを見出した。また、グリコールを用いたマグネシウムのアノード分極
より、マグネシウムの高度な電解研磨を達成できることがわかった。
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